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施工手順

・ 施工に関しては下記の手順をご参考下さい。

2.スピーカー取付位置の確認

2．本体取付位置の確認決定

3.接続BOX/ACアダプター設置位置の確認

4.各機器間の配線ルート等の確認

 5.アンテナ線・電源・アースの一次配線等の確認

6．本体取付面へ開口(壁掛）     埋込枠開口(埋込)

9．各中継ケーブル通線/通線口止水処理

7．壁面ステー取付（壁掛）        埋込枠取付(埋込)

8．スピーカーの開口/スピーカー配線

10．コネクタの接続・止水/本体の取付

11．接続BOXの配線

12．テレビアンテナ接続

14. 一次通電テスト

15. 外部機器の接続など

取付場所の開口

本体取付壁面の補強 ※1

テレビアンテナ一次配線
AC100Vコンセント/アース端子設置 ※3

テレビ本体 － 接続BOX間の保護配管など
スピーカー － 接続BOX間   ※2

現地下見 専門業者施工

施工

※1  本体取付壁面の強度が低い壁面の場合、
 取付壁面に補強材等を入れて下さい。
 

※2  保護配管については、施工時(メンテナンス含む)
 の通線が困難と考えられる場合は、適時先行配管
 または先行で呼び配線を行って下さい。

・本体ー接続BOX/アンテナ一次側/アース端子の間
使用するケーブル〔中継ケーブルA・B・C〕
Φ２８×１本

・本体ー外部機器(BD・DVDプレイヤー等※取付する
場合はお客様にてご用意）の間
使用するケーブル〔中継ケーブルD、配線先端部に
コネクタが付いたまま〕
Φ２８×１本

・防水スピーカー２個ー接続BOX
Φ１６以上×２本

※3  テレビアンテナの一次配線に関して、BS・110度CSを
     使用する場合、混合器などでVHF/UHFと混合させた
     状態で配線して下さい。
     詳しくは、8ページをご覧下さい。
     また、AC100Vコンセント/アース端子に関しては、
     松下電工[アースターミナル付接地露出コンセント：
     WK3005またはWS3911W]などをご使用下さい。

     アンテナ一次線及び、AC100Vコンセント/アース端
     子は、接続BOX/ACアダプター設置位置付近まで、

 配線して下さい。

1.テレビ本体設置位置の確認※1

16. 本体止水処理

13. スピーカーの取付/アース接続/AC100V供給
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施工手順のご確認

・ 壁掛タイプと埋込タイプで参照するページが一部異なります。

9． 各中継ケーブルの通線/通線口止水処理

10． コネクタの接続・止水/本体の取付

11． 接続BOXの配線

12． 一次側テレビアンテナ接続

13. スピーカーの取付/アース接続/AC100V供給

16. 本体止水処理

14. 一次通電テスト

15. 外部機器の接続

壁掛タイプ

6． 壁掛タイプ本体取付面へ開口 6． 埋込タイプ埋込枠の開口

7． 壁面ステー取付 7． 埋込枠の取付

8． スピーカーの開口/スピーカー配線

13ページ

14ページ

15ページ

16ページ

17ページ

18ページ

20ページ

23ページ

25ページ

26ページ

28ページ

29ページ

30ページ

埋込タイプ
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埋込タイプ埋込枠の開口

■ 浴室液晶テレビ本体の取付位置が決定したら、埋込枠の開口を行います。

1
埋込枠取付用開口を行う。

2 開口部壁面内に補強材を取付する。

補強材(取付下地）

この手順は一般的な例をもとに記載しております。壁面の構造や強度に応じて適時補強を
行って下さい。

開口溝

開口溝に沿って
上下左右に補強材を入れる
(接着剤等で固定※適時）

SBT-22N1WH-in

開口寸法 544(W)×372(H)

奥行は壁面から85mm以上開ける事

3
7
2

544

SBT-24N1WH-in

開口寸法 602(W)×412(H)

奥行は壁面から85mm以上開ける事

4
1
2

602

SBT-32M1W-in

794(W)×545(H)

奥行は壁面から85mm以上開ける事

5
4
5

794

奥行は壁面から85mm以上開ける事
壁仕上げ面より39㎜と50㎜のどちらかの位置で
枠を固定するビスを打ち込めるよう開口周りを
補強及び取付下地を用意してください。

壁仕上げ面 保護配管※適時

取付下地

2839

50
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コネクタの接続・コネクタ防水処理

A

A

B

C

D

テレビ本体側と中継ケーブルAのコネクタ２個を色同士
「カチッ」とロック音がするまで確実に差し込む。

テレビ本体側

２４インチ、２２インチは５ピンタイプのコネクタを
配線色が同じものを確認してから接続してください。

３２インチは２、３、５ピンタイプのコネクタを
それぞれ接続してください。

配線色
茶・赤・橙・黄・白
のオスピンコネクタ

配線色
茶・赤・橙・黄・白
のメスピンコネクタ

中継ケーブルA側

■ テレビ本体の背面のコネクタと各中継ケーブルを接続します。中継ケーブルAとCは防水コネクタに

なっています。

1

2

配線色
緑・青・水・灰・黒
のオスピンコネクタ

配線色
緑・青・水・灰・黒
のメスピンコネクタ

Aテレビ本体側
配線色
茶・赤の２ピン
オスコネクタ

配線色
茶・赤の２ピン
メスコネクタ

配線色
橙・黄・白の3ピン
メスコネクタ

配線色
緑・青・水・灰・黒の5ピン
メスコネクタ

配線色
橙・黄・白の3ピン
オスコネクタ

配線色
緑・青・水・灰・黒の
5ピンオスコネクタ

中継ケーブルA側

C

テレビ本体側と中継ケーブルCのコネクタを
「カチッ」とロック音がするまで確実に差し込む。

テレビ本体側 中継ケーブルC側

























32ｲﾝﾁ用接続BOX/ACｱﾀﾞﾌﾟﾀ寸法図

■接続BOX

■ACアダプター

約40㎝

約150㎝
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24ｲﾝﾁ・22ｲﾝﾁ接続BOX/ACｱﾀﾞﾌﾟﾀ寸法図

■接続BOX

■ACアダプター

192

41
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約40㎝

約150㎝
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壁掛ステー(SBT-32M1WH)寸法図
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壁掛ステー開口指示図(SBT-32M1WH)

・斜線部分範囲内にシステムケーブル通線開口処理を行って下さい。
・通線後に止水処理を行う為、必要以上に大きな穴を開けない様にして下さい。
・保護配管を埋設する場合は
中継ケーブルA・B・CでΦ28mm×1本
中継ケーブルDでΦ28㎜×1本で使用して下さい。
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埋込タイプ(SBT-32M1WH-in)埋込枠寸法図
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埋込枠開口寸法・配線口(SBT-32M1WHｰin)
・斜線部分範囲内にシステムケーブル通線開口処理を行って下さい。
・埋込枠を固定できるように開口部内、外周に補強材等使用して下さい。
・保護配管を埋設する場合は

中継ケーブルA・B・CでΦ28mm×1本
中継ケーブルDでΦ28㎜×1本で使用して下さい。

SBT-32N1WH-in
開口寸法 794(W)×545(H)
奥行は壁面から85mm以上開ける事
壁仕上げ面より39㎜と50㎜のどちらかの位置で
枠を固定するビスを打ち込めるよう開口周りを
補強及び取付下地を用意してください。

壁仕上げ面 保護配管※適時

取付下地

2839

50

5
4
5

794
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壁掛ステー(SBT-24N1WH)寸法図
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壁掛ステー開口指示図(SBT-24N1WH)

・斜線部分範囲内にシステムケーブル通線開口処理を行って下さい。
・通線後に止水処理を行う為、必要以上に大きな穴を開けない様にして下さい。
・保護配管を埋設する場合は

中継ケーブルA・B・CでΦ28mm×1本
中継ケーブルDでΦ28㎜×1本で使用して下さい。
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埋込タイプ(SBT-24N1WH-in)埋込枠寸法図
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埋込枠開口寸法・配線口(SBT-24N1WHｰin)

47

・斜線部分範囲内にシステムケーブル通線開口処理を行って下さい。
・埋込枠を固定できるように開口部内、外周に補強材等使用して下さい。
・保護配管を埋設する場合は

中継ケーブルA・B・CでΦ28mm×1本
中継ケーブルDでΦ28㎜×1本で使用して下さい。

SBT-24N1WH-in
開口寸法 602(W)×412(H)
奥行は壁面から85mm以上開ける事
壁仕上げ面より39㎜と50㎜のどちらかの位置で
枠を固定するビスを打ち込めるよう開口周りを
補強及び取付下地を用意してください。

壁仕上げ面 保護配管※適時

取付下地

2839

50

4
1
2

602
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壁掛ステー(SBT-22N1WH)寸法図
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壁掛ステー開口指示図(SBT-22N1WH)

・斜線部分範囲内にシステムケーブル通線開口処理を行って下さい。
・通線後に止水処理を行う為、必要以上に大きな穴を開けない様にして下さい。
・保護配管を埋設する場合は

中継ケーブルA・B・CでΦ28mm×1本
中継ケーブルDでΦ28㎜×1本で使用して下さい。
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埋込タイプ(SBT-22N1WH-in)埋込枠寸法図
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埋込枠開口寸法・配線口(SBT-22N1WHｰin)
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・斜線部分範囲内にシステムケーブル通線開口処理を行って下さい。
・埋込枠を固定できるように開口部内、外周に補強材等使用して下さい。
・保護配管を埋設する場合は
中継ケーブルA・B・CでΦ28mm×1本
中継ケーブルDでΦ28㎜×1本で使用して下さい。

SBT-22N1WH-in
開口寸法 544(W)×372(H)
奥行は壁面から85mm以上開ける事
壁仕上げ面より39㎜と50㎜のどちらかの位置で
枠を固定するビスを打ち込めるよう開口周りを
補強及び取付下地を用意してください。

壁仕上げ面 保護配管※適時

取付下地

2839

50

3
7
2

544
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